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出澤正徳
NEC社内でも、東通工にできてわが社にできぬ
はずはないと独自技術を主張する研究所と、技術
導入を必要とする工場側（当時は電子管工業部半
導体開発部）と意見が合っていませんでした。生
産を担当する工場側としては、半導体技術そのも
ののアメリカとの技術格差は勿論、それを支える
中田良平 I実感していて、アメリカの生産技術を急速に導入
桑嶋陽一
＊編集後記 I する他社には対抗できないと考えていました。常
務の小林宏治（のち社長、会長）も決断を下しか
トランジスタの売り込み時代（その2)
時田元昭
NECは半導体事業について 1958年にアメリカの
GE社 (GeneralElectric)と技術提携しました。
技術提携というと対等のように聞こえますが、
時はアメリカとの技術格差は極めて大きく、一方
的な技術導入、つまり教わることばかりでした。
東通工（現ソニー）がWEの特許使用許諾だけで、
独自の技術でトランジスタを生産し、 トランジス
タ・ラジオを発表した 1955年には、日本国内の各
社はそれまでの研究開発の段階から、一気にトラ
ンジスタの事業化を進め始めました。急速に事業
を軌道に乗せるため、お金はかかっても技術導入
契約を選び、日立、東芝、神戸工業（現富士通テ
ン）などが多くの技術者を渡米させて、 RCAでの
技術習得に努めていました。 NECは最初はラジオ
用からスタートするにしても、将来は通信・工業用
にまで発展させることが必要でしたから、技術提
携先を慎重に検討していました。
ねていましたが、それでも、通産省からは「他社
はアメリカの生産技術を導入したいと申請してき
ているが、外国からの技術導入は外貨事情もあり、
今後しばらくは認めない方針なので、 NECはどう
するつもりか早急に返事がほしい」と NECの意向
を打診してきていました。ここに至って小林（宏
治）常務は腹を決めて、研究所長の小林正次を強引
に説得して、アメリカからの技術導入の意向を正
式に表明しました。 1957年はじめのことでした。
時の各社のトランジスタを回顧してみると、
型名、規格、外形などばらばらで、ユーザーは選
択に困ったはずです。値段も NECの例では低周波
増幅用の一番安い ST3Aが700円、中間周波増幅用
の ST16Aが 2,400円、周波数変換用の ST16Bが
2, 700円といったところでした。ごく普通の真空
管の 6D6、6C6が 100円くらいでした。大卒の初任
給が 12,000円くらいでしたから、トランジスタは
ものすごく高かったのです。それが半導体各社の
量産体制が整うにつれて急速に下がって行くこと
ー
初期の各社のトランジスタ
になります。
このころ、 NECはNTTの電気通信研究所の半
導体研究室長であった武田行松をスカウトして半
導体開発部長に迎えました。それまでは半導体開
発部長は電子管工業部長であった大澤寿ーが兼務
していたのです。研究所で早くからトランジスタ
の開発を進めてきていた長船廣衛は、武田ととも
に渡米してアメリカの半導体産業の実情を調査し、
併せて技術導入契約する相手を調査することにな
りました。その結果、相手先の候補として選んだ
のは、一位はウエスタン・エレクトリック (WE)、
次がゼネラル・エレクトリック (GE)、三位はテキ
サス・インスツルメンツ (TI)という順になりまし
た。このうち WEはその傘下のベル研究所がトラ
ンジスタを発明した会社であり、電話機、交換機
の技術について NECとは古くから縁の深い会社
でした。しかし、 WEの方針としてノウハウ契約
はやらないというので、これは対象から外さざる
を得ませんでした。
報告を受けた小林（宏）常務は、武田、長船を交え
て検討した結果、 NECが生産するトランジスタの
性格からして、①GE、②TIを候補としました。
そして、まず第二位の TIと交渉し、その結果によ
って GEに切り替えるという方針が立てられまし
た。さっそく TIあてに手紙が送られ、意向を打診
したところ、間もなく断りの返事が来ました。内
容は、「現在イギリスに 100％出資の工場を建設中
で多忙である。したがって日本にまで手が回りか
ねるので“ノー・サンキュー’'」というもので、日
本には関心がないようでした。それを小林常務に
報告すると、“わかった。その手紙は大事にとって
おけ”と言われました。この手紙が後で大変もの
をいうことになります。
小林常務の指示で第一候補の GEに同様の手紙
を出したところ、返事は OKで、半導体の将来に
ついての方針が一致しているところから順調に交
渉が進み、 1958年 11月政府の技術導入審議会の
許可を得て GEとの技術援助契約が結ばれました。
NECはGEと技術援助契約したことで大きなプラ
スになりました。 GEはアメリカでもトップ・クラ
スの総合電機メーカーで事業範囲も広く、民生用
機器だけでなく軍用、産業用など広範囲の機器や、
それを支える電子管を手掛けていました。
半導体製造技術習得のために GEに送り込まれ
たのは、最初は開発部門、製造技術部門の技術者
でした。 NECはGEとの技術援助契約で、毎年 3
名のチームを 2回くらい派遣し、 トランジスタ製
造だけでなく、品質管理、技術管理、生産管理技
術も成果の大きなものでした。それまでの NEC
の考え方では、なぜそういう作業方法、作業工程、
新規設備が必要であるかという疑問や反対があっ
ても、 GEでやっているというとだれも反対せず
にすんなり通るという状況でしたが、 GEの技術
を急速に吸収しました。このように、とにかくア
メリカでやっていることをそのまま吸収していっ
たのは、日本のほかのメーカーの場合も同様だっ
たようです。英語の下手な技術者を多数送り込み
ましたが、当時は日本をライバルとしては見てい
なかったのか、 GEは実に丁寧、親切に教えてく
れて、円滑に技術移転を進めてくれたということ
です。
GEは通信工業用のトランジスタやダイオード
を得意としていましたから、その高信頼性を保証
するシステムである品質管理手法が大きく貢献し
ました。初期の NECの通信・工業用のゲルマニウ
ム・トランジスタは GEと同じ製法で作られたも
のが多くあります。その反面、 GEがあまり重点
を置いていなかったラジオ、テレビ用のような民
?
生品のトランジスタは、日本の市場ニーズに合わ
せて、 NEC独自の品種でそろえました。
データ・シート、カタログ、回路やシステムの応
用技術資料などはすべて送られてきましたが、こ
れを英語で読むことはあまり苦労がなく活用でき
ました。応用技術課の技術者はアメリカに派遣さ
れる機会はあまりないと思って、なかばがっかり
ながらも、会話の必要はあまりないと思って最初
は高をくくつていました。ところが、 GEからも
技術者がやってきて、直接 GEでの状況を聞き、
NECからも欲しい資料の要求に参加できるよう
になり、応用技術課の人も英会話の必要が生じて
困りました。日本の英語教育では読むこと、書く
こと、それも単語の知識と文法の知識が頼りでし
たから、実際の会話は容易ではありませんでした。
私の場合は信州大学という田舎の大学でしたから、
生の英語を聞く機会はほとんどありませんでした。
そんなとき、 NECの半導体開発の大先達であり、
設計技術課の課長であった水原徳至さんという人
と、 1958年に大阪大学出身で入社してきた八幡恵
介さんという人が、昼休みに英会話の勉強会を作
ってくれました。米会話のリンガフォンを教材に
して、ほかにもアメリカでの習慣やマナーも教え
てくれたのが大変助かりました。休日の集まりの
ときには友人のアメリカ人を連れてきてくれて、
日常生活、日ごろのニュース、映画の話題などで
生の英語での会話もできました。この英会話勉強
会で何とか会話ができるようになったのは、のち
に NECがアメリカのフェアチャイルド社のプレ
ナー特許、 IC特許を導入し、また同社の日本国内
での販売権を得て、同社のトランジスタ、 ICなど
を販売するようになったとき大変助かりました。
この二人は私にとっての恩師でもあります。
半導体の NECの技術はアメリカに追いつき、
追い越した結果 1980年代にはアメリカとの間に
貿易摩擦を引き起こすほどになりました。 GEと
の技術提携は、 NECの半導体草創期に短期間で世
界のレベルに追い付くことができたのです。この
事情は日立、東芝、神戸工業、三洋などは当初は
RCAと同じ、松下はフィリップスと同じ製法、製
品系列でしたが、次第に独自色を濃くしていって、
日本市場に合う製品となっていきました。
NECが半導体技術でGEと提携することになっ
た後日談があります。なんと、 2年たって TIは
NECに合弁事業の提案を持ってきたのです。1960
年に、 TIのハガチー社長とマーク・シェパード半
導体部長（当時。のち会長）の一行が NEC本社
を訪れました。用件は「TIは日本に合弁会社を作
りたいので協力してほしい」ということでした。
NECとしては2年前にトランジスタの技術援助で
断られた経緯があるので、何をいまさらという気
持ちがありました。しかし、小林（宏）は一応先
方の言い分を聞いたうえで、おもむろに、かつて
大事にとっておかせた TIからの手紙を取り出し、
「この手紙をご記憶でしょう。もういまでは間に
合っています。これからは違った形でも仲良くや
っていこうではありませんか」とやんわり断りま
した。
これにはハガチーも参ったと見えて、その場は
黙って帰りましたが、決して尻尾を巻いたわけで
はありませんでした。それどころか、帰国後別の
舞台で報復手段をとりました。アメリカ電子機械
工業会が政府の通商代表部に「日本はトランジス
タをアメリカにどんどん輸出し、アメリカ経済を
脅かしている。これを制限しなければ将来必ず禍
根を残す」と提訴する形で行われました。当時、ア
メリカ電子機械工業会の会長が TIのハガチー社
長でしたから、それが何のための提訴か、 NECの
?
首脳にはすぐわかりました。
しかし、当時のアメリカの通商代表部は、この
ハガチーの提訴をまともには受け取らず、一蹴し
ています。その趣旨は「日本のトランジスタはも
っぱら民生用のトランジスタとしてアメリカに入
ってきている。つまりアメリカの民生用の需要は
日本のトランジスタによってカバーされている。
そのおかげで、アメリカの半導体メーカーは国防
に専念できたではないか。そういう意味では、日
本のトランジスタはアメリカの国防に寄与してい
るといえる」 これにはハガチーも反論できなかっ
たらしい。値下がりの激しいラジオ用のトランジ
スタ市場での価格競争に巻き込まれず、軍用、産
業用トランジスタで高い利益を得ている TIとし
ては、勝手な言い分を、痛いところを突かれたか
らです。
日米貿易摩擦時代のニュース、評論
その頃のアメリカには技術先進国としての余裕
もあり、政府も公正な判断を下しやすかったのか
もしれません。それから 20年して、半導体摩擦と
言われるように、アメリカの前後の見境ないゴリ
押しがまかり通ったのは、日本がトランジスタを
ゲルマニウムからシリコンに変え、集積回路 (IC)
でも力をつけて大規模集積回路 (LSI)でアメリカ
の半導体産業を脅かすことになる 1980年代のこ
とでした。現在の日本はアメリカにも EUにも負
けない先端技術をもち、特殊な用途に欠かせない
パワー半導体である、ガリウム窒素 (GaN)やシ
リコン・カーバイド (SiC)のような化合物半導体
のデバイスについての技術で、世界を相手に熾烈
な競争下にあります。 （つづく）
大塚久学術調査員が TheTyne Tube 
Award 2014を受賞
青山憲太郎
記念撮影の様子。大塚調査員（右）、由良館長（左）
中央はAWATYNE AWARDの記念プレート
米国のAWA(The Antiuue Wireless Association= 
アンティーク無線協会）は、 BruceKe 1 ey、George
Batterson、およびLincCundal 1氏等により 1952
年に設立された組織です。彼らは、ニューヨーク
州北部出身のアマチュア無線家やラジオ収集家で
した。協会の最初の目的は、初期の無線ラジオ機
器や歴史的情報を収集し、貴重な資料が失われる
前に次の世代のために保存することでした。 AWA
の遺産蒐集は、現在も継続されています。 AWAは、
2, 10 人以上の世界中のメンバーで構成され、ア
メリカ博物館協会の会員にもなっています。
AWAの “TheTyne Tube Award’'は、名著 “Saga
of the Vaccum Tube"著者の GeraldF. J. Tyne氏
の功績を記念して発行された賞で、特に真空管の
保存および真空管技術史の文書化への貢献を評価
して授与されるものです。本ミュージアムの大塚
久学術調査員は2009年に、現在名誉会員を勤める
TCA (Tube Collectors Association。AWAの下
部組織と云う位置づけ）の “SchraderAward"を
受賞されていますが、更に今回 AWAの “TheTyne 
Tube Award"を受賞されました。受賞の理由は下
記の通りです (TUBECOLLECTOR / TCA / Vol. 16 
No. 5 / October. 2014に掲載の原文からの抜粋で
す）。
?
OHTSUKA RECEIVES 
Our honora1;1 member, author念／collector
Hisashi Ohtsuka, h邸 receivedthe 20 l 4 
Tyne Tube Award offered by the Antique 
Wireless Association. This is in addition 
to his TCA Schrader A ward for 
The winner is a long-time advocate of 
history and modem-day application of tub-
es, from the 1980s on. His writings, besid-
es a遵serieso[articles in the Japanese tube-
‘“~ includ 
) and 
(1996). Ohtsuka was 
largely responsible for the revival of John 
Stokes' 
in Japanese translation 
after it had gone out-of-print in the West. 
As for preservation of tube technology働
the nominee w饂 responsiblefor the estab-
Ii 
th 
for maximum insight to the 
a broad range of 
「hisis beliveed 
出典： TUBECOLLECTOR/TCAパol.16 Ko. 5/0ctober. 2014 
（おわり）
第 2展示室リレー計算機の由来
出澤正徳
本ミュージアムの第2展示室にカシオ製のリレ
ー計算機(AL-1)が展示されています（図 1)。樫尾
俊雄発明記念館によれば、このリレー計算機は
1962年に開発されたリレー式で最初のプログラム
機能付きの計算機です。電卓機能のみではなく歯
車の歯の有無による数値計算プログラム機能も備
わっています。
このリレー計算機は、 1965年に東京大学理学部
物理学科の小柴研昌俊究室（注 1)で購入され、
電子・陽電子衝突実験の分析計算に使用されたも
のです。数年後、小柴研出身の山田作衛氏（注2)
が特別研究員として理化学研究所情報科学研究室
（注2) において研究を続けるため理研に移転し
て使用していました。しかし、 トランジスタ素子
によるコンピューターの急速な普及で余り長くは
使用されなかったようです（相罵嵩氏談：注4)。
筆者が理化学研究所に入所した当時 Cl973. 4)に
は情報科学研究室の隅に放置されていました。情
報科学研究室に在籍したアルバイト学生や卒論研
究生などが時々動作させ、特にリレー動作の音を、
楽しんでいました。 1980年頃からは理化学研究所
の公開日にコンピューターの歴史展示の一つとし
て陳列して動作させていました。
1990年頃に、東京大学理学部の小柴研究室の跡
を継いだ戸塚洋二教授（注 5) より電話にて廃棄
処分にするとの連絡を受け、備品番号（図 1(a) 
右下）を取り外し、廃棄物品とされました。
1993年4月、筆者が本学に転職した折りに、理
化学研究所情報科学研究室の備品や廃棄物品を整
理し、必要な実験装置等を本学に移転した際に、
手伝いの学生達がこの計算機に強い興味を示しま
した。そのために、このリレー計算機は引越見積
もり外の物品であったが、運送屋に無理に頼み込
んで廃棄物品中より回収して本学に移送しておい
たものです。研究室や実験室では場所取りで厄介
者扱いであったため小生の居室内に保管していま
した。
図1．リレー計算機本体
?
図5.プログラム設定部：側面扉とその内部（歯車
の歯を折り作成されたプログラムを回転軸
に設定し、歯の有無で6列のレバースイッチ
をオン・オフして命令が順次実行される）
(b)背面内部 (50 0個余のリレーが
整然と配置されている）
1998年頃からは毎年、調布祭のたびに情報シス
テム学研究科棟のホールに運び出し、調布祭展示
品のひとつとして動作させていました。動作状態
では、平方根の計算などをすると長い計算時間が
必要となるため背面からリレーの動作を観察する
ことができます。また、背面を暗幕で覆い、演算
状態でのリレーにおける火花放電の状態が見学者
の興味を惹きつけていました。
前面および背面のカバーはリレーの動作等を観
察できるように透明なアクリル板に取り替えられ
ています。当初は背面カバーを外して見せていた
が、リレーに手を触れる者がいたため、安全のた
めに透明アクリル板のカバーを取り付けたもので
す。
図2.操作キー（キー操作で平方根計算も行える）
図3.表示部：ニキシー管による 10進10桁表
示 (5の平方根計算結果の表示例、下のラ
ンプが小数点の位置を示す）
図4.定数設定部： 10進10桁X2組または 10進5
桁X4組（ダイヤルスイッチで数値および小
数点位置を設定する）
図6. プログラム収納箱（プログラ
が収納されていた）
調布祭の折、たまたま情報システム学研究科棟
を見学に訪れた有山学長にもご覧いただき、ノー
ベル物理学賞の有力な候補者と目されていた小柴
先生ゆかりのものであり、将来、貴重なものとな
る可能性が高いので捨てないで大事に保管してお
くようにと命ぜられました。定年時まで保管し、
ミュージアムに運び込んだものです。
プログラム歯車は、数個の未使用分も含めて 1
2個全てを、また、マニュアル等も、東京農工大・
西村恕彦氏のコレクションに寄贈しました。現在
では、収納箱のみが残っています（図6)。2003
年頃に、プログラム歯車を何個かを戻していただ
くべく連絡しました。西村さんの定年後に管理を
任された助手の方は、どれなのか判別できないの
で、筆者自身が出向いて見つけ出すことになって
いました。しかし、東京農工大に出かける機会を
作れず、残念なことに 3年ほど前に西村コレクシ
ョンはなくなり、所蔵品の一部は他へ移管され、
また、一部は廃棄されてしまったそうです。
本学の調布祭においては、 1週間ほど前から電
源を入れ、計算動作をさせて、徐々に接触不良等
が改善されて、電卓機能については一応動作する
状態になっていました。リレーに導電スプレーを
1 2個
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噴射し、改善を加速することも試みられたが、液
滴ができるほどに噴霧し、フューズを飛ばした学
生もいました。 2008年以降はずっと動作させてい
ませんでした。そのために、接触不良がかなり酷
くなっています。 2015年1月6日、数年振りに電源
を入れて動作を試みました。その後も何度か試み、
僅かずつ回復しているようです、 1月15日現在、
正常動作には程遠い状態でした。その回復にはか
なりの時間と努力が必要とされそうであり、正常
に動作するように戻るか否かは微妙なところです。
注1：小柴研究室：小柴昌俊東京大学名誉教授 (2002年度
ノーベル物理学賞受賞）が主宰していた研究室。追加：朝
永先生の推薦により湯川財団からいただいた研究費 10万
円を使用し、 9万4千円で購入されたそうである（小柴先
生談： 2004.2. 18,東京国際フォーラムで浜松ホトニクス
50周年記念展示会のパーティにて）。
注2：理化学研究所情報科学研究室： 1960年設立、高橋秀
俊主任研究員（注6)→1970年後藤英一主任研究員（注7)
→1992年； 1993年実質的閉鎖； 2001年名称の抹消）
注3:山田作衛：高エネルギー加速器研究機構素粒子原子
核研究所長 (1961年物理学科卒、小柴研出身、電子・陽電
子衝突実験に関わる初期の研究を行った。 1960年代、理化
学研究所情報科学研究室で研究）
注4:相馬嵩：元理化学研究所計算機室長（高橋研出身、
パラメトロン計算機PC2の開発に従事、理化学研究所・
報科学研究室→計算機室長）
注5：戸塚洋二：東京大学宇宙線研究所教授（小柴研究室
の後継者； 1965年物理学科卒、小柴研出身、ノーベル物理
学賞の有力候補であったが2008.7. 10直腸ガンで死去）
注6：高橋秀俊：東京大学理学部物理学科教授時代に、当
時、学生であった後藤英ーが発明したパラメトロンによる
日本独自のコンピューターを実現した。 1960年に理化学研
究所に、世界初の「情報科学研究室 (InformationScience 
Laboratory)」を設立。東大の高橋研究室からは日本にお
けるコンピューターの発展を学術・産業の両面から支えた
多くの人材が輩出されている。なお、本学の元学長有山正
孝名誉教授、故宅間宏名誉教授、本ミュージアム中川圭介
学術調査員なども高橋研究室の出身である。
注7：後藤英一：神奈川大学教授、東京大学名誉教授、元
理化学研究所・情報科学研究室主任研究員、高橋研出身、
パラメトロン、可変面積型電子ビーム露光法、量子磁束パ
ラメトロンなどの発明）。磁気単極子の研究なども行い、
素粒子研究にも強い興味を持ち、小柴昌俊先生と研究上の
繋がりがあり、関連研究者の受け入れや研究調査などにも
協力していた。 （おわり）
学術調査員紹介
中田良平
1941年、和歌山県生まれ。
1969年に電通大へ、これから
退職するまでの 40年近くを過
ごすことになりました。勤務始
めの 1970年代は 8ビットの
CPUを使ったマイコンが市販
され、 Siに関わった半導体工
業が急激に伸びていた頃です。
私は小さい頃から物作りが好きで、反骨心も合
ったのでしょうか。古くから研究されている食塩
(NaCl)等より、判らないことの多い蛍石 (CaF2)
系の絶縁体を選ぶことになりました。研究対象と
して CaF2、SrF2、BaF2、とこれらを一定の比率
で混ぜ合せた混合物（混晶と云われ、無限の組合
せがある）の結晶としました。まず、①弗化物結
晶を育てるには「原料となる粉末と結晶の素性」
が重要です。実験屋にとっては再現性が大切だか
らです。結晶成長だけでは新しいことにはなりま
せんので、希土類元素（一種の放射性物質を除い
て）不純物を一種類、濃度を変えた結晶を多数作
成する技術を修得しました。②得られた結晶の光
学的な性質、③結晶の中を移動する弗素イオンの
電気的性質から弗素イオンのマクロな性質を調べ、
濃度の異なる結晶を接合すると弗素イオンの動き
に整流性 (PN接合）があることも判りました。④
希土類不純物の一部は磁気的な性質（磁性と云う）
を示すので、電子磁気共鳴法を用いて結晶のミク
ロな構造を調べました。
最後の④で用いた実験装置は無線機の送信機と
受信機で構成されており、この製作過程で勉強し
たマイクロ波工学、アナログPLL(Phase Locked 
Loop)、雑音の中から信号を拾い出す同期検波、電
子回路は、今でも、本ミュージアムでの仕事であ
る古いラジオの修理に役立っています。
（おわり）
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桑嶋陽一
生まれは 1934年仙台市（出
生時本籍：山形県長井町）。仙
台市荒町国民学校入学、左沢
（あてらざわ）小学校卒業、中 2
で上京（雑司ケ谷）、独協中学
校 2年次編入学、 1954年独協
高等校卒。同年3月京王帝都電鉄入社、同年 12月
31日退社、勤務駅は代田橋、下高井戸、桜上水、
上北沢、車返、府中（駅手）。
1956年電通大入学。外航船乗船実習が目的で悔
上通信専攻を選択。 4年次 7月NY航路の新造船埼
玉丸で横浜、ルソン島、香港、神戸の間実習乗船。
実習乗船直前就職担当教官より川崎重工より募集
あり、応募するように指示あり下船したら内定通
知が来ていた。
1960年海上通信専攻卒業。同年4月1日川崎重
工業入社（神戸工場造船工作部電装課）。 1967年新
設された坂出工場開設要員として転勤。無線関係
艤装工事担当を皮切りに航悔計器、機関、荷役、
塗装、居住艤装等艤装工事全般の現場監督、試運
転責任者等に従事。 1990年川重坂出サービス（坂
出工場の設備全般の保守管理等）、 1992年（株）さ
かしょく（坂出工場への給食）転籍。入社以来39年
間を造船所の現場で過ごす。此の間 3K、4Kと云わ
れた労働集約型の職場で自分の直接の責任範囲で
墜落、中毒などの死亡事故、後遣症を伴う重大労
災、爆発、火災など、又給食の食中毒などの事故
がなかったことは今振り返ってみると毎年何回か
安全祈願で参拝した金毘羅さんのご加護のお蔭で
しょうか。
1996年 4月電通大非常勤講師（電波法、宇宙海
洋通信システム、同演習、電波法）。以後青山学
院大・法政大・東京工芸大・武蔵工業大学・国際
短大の非常勤講師（無線工学、情報通信法規）平成
21年迄。
1998年検査会社「インターテックテスチィングサ
ービセスジャパン」の「船積前検査員」の募集広告
を新聞で見て何の仕事かわからないが「船」に係
ることなら何とかなるだろうと応募現在継続中。
--------------------------------------------
【所持免許、資格等】
◇第 1級無線通信士、第 1級無線技術士、第 1種電気通信
主任技術者（伝送交換）
◇工事担任者（アナログ、デジタル各第1種）
◇第 1級船舶無線装備士
◇自差修正士（コンパスアジャスタ
◇初級シスアド
◇NTTドットコムマスター（シングルスター2004、2009)
◇法学検定 3級、工業英語 3級、個人情報保護士
◇日科技連品質管理（統計的手法ベーシックコース）
◇食品衛生管理者
◇特技なし （おわり）
編集後記
口白内障の手術などのため、編集作業が遅れてし
まい、期日どおりに原稿を書いていただいた執
筆者の方々にお詫びいたします。
カシオ製リレー計算機の数奇な経過について出
澤さんにご執筆いただきました。放っておけば
とうにスクラップになりこの世から消えていた
計算機も、保存しようとの執念により現在まで
残すことができました。歴史遣産の保存は正論
だけでは実現しないということでしょうか。
口次号（第 9号）は 4月末を予定しています。
皆様のご投稿を 3月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は
gmiyairi@triton.ocn.ne.jp までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。（宮入源太郎）
ミュー ジアムニュー ス 第8号
発行年月日 2 0 1 5年 1月31日
発行者国立大学法人電気通信大学
UEC コミニュケーションミュージアム
館長由良
発行所 UEC コミニュケーションミュージアム
TEL O 4 2 -4 4 3 -5 2 9 6 
FAX O 4 2 -4 4 3 -5 7 9 8 
E-Mail info@museum.uec.ac.jp 
?
